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   標記について、別紙のとおり定める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付書類：別紙「横須賀市長浦小学校ＰＴＡ規約」 



 

 

別 紙 

横須賀市立長浦小学校ＰＴＡ規約 

 

第１章 （ 総  則 ） 

 第１条 名 称 

  この会は、横須賀市立長浦小学校ＰＴＡという。 

 第２条 事務所 

   この会は、事務所を長浦小学校内におく。 

 第３条 目 的 

   この会は、保護者と教職員が協力して、家庭と学校と社会における児童の福祉を増進

し、その幸福な成長を図ることを目的とする。 

 第４条 活 動 

   この会は、前条の目的を達成するため、次の活動に取組む。 

   １．児童の幸福のため、教育的環境を良くする活動 

   ２．良き保護者・良き教職員を企図した活動 

 第５条 方 針 

   この会は、教育を本旨とする民主団体として、次の方針に基づき活動する。 

   １．児童の教育並びに福祉のために活動する団体、及び機関と協力する。 

   ２．特定の政党や宗教等によることなく、また、営利を目的とするような行為は行わ

ない。 

   ３．この会、又はこの会の役員の名で、公私の選挙の候補者を推薦しない。 

   ４．この会は、学校問題について討議し、また、その活動を助けるために意見を具申 

し、参考資料を提出するが、学校の人事その他管理には干渉しない。 

 第６条 活動等の細部 

   この会の活動等の細部については、付紙「細則」のとおり。 

 

第２章 （ 会員及び会費 ） 

 第７条 

   １．会員は、横須賀市立長浦小学校に在学する児童の保護者、及び同校の教職員とし、

この会の趣旨に賛同する者とする。 

   ２．この会の会員は、横須賀市ＰＴＡ協議会、神奈川県ＰＴＡ協議会、及び日本ＰＴ

Ａ協議会の会員となる。 

 第８条 

   この会の会費は、保護者、教職員の各家庭につき年間 2500 円とする。 



 

 

第３章 （ 経  理 ） 

 第９条 経 理 

   この活動に要する経費は、会費、寄付金、及びその他の収入をもってこれにあてる。 

第１０条 

   この会の経理は、総会において議決された予算に基づいて行われる。 

 第１１条 

   この会の決算は、会計監査を経て総会に報告し、承認を得られなければならない。 

 第１２条 

   この会の会計年度は、毎年４月１日から、翌年の３月３１日までとする。 

 

第４章 （ 役  員 ） 

 第１３条 

   この会の役員は、次のとおりとする。 

   １．会 長  １名  保護者 

   ２．副会長  ２名  保護者 

   ３．書 記  ２名  保護者及び教職員 

   ４．会 計  ２名  保護者及び教職員各１名 

   役員は、会計監査を兼ねることはできない。 

 第１４条 

   役員の任期は１年とする。ただし、再任を妨げない。 

 

第５章 （ 会計監査 ） 

 第１５条 

   この会の経理を監査するため、会計監査をおく。 

 

第６章 （ 役員及び会計監査の選出 ） 

 第１６条 

   役員及び会計監査は、細則に定める規定により選出する。 

 

第７章 （ 総  会 ） 

 第１７条 

   総会は、会員をもって構成され、この会の最高議決機関である。 

 第１８条 

   総会は、定期総会、臨時総会及び文書総会とし、定期総会の開催は原則として５月と

する。臨時総会は、運営委員会が必要と認めた場合、又は会員の十分の一以上の要求が

あった場合に開催することができる。 

 第１９条 

   総会の定足数は、構成員の五分の一以上とする。決議は、出席者の過半数の同意を必



 

 

要とする。 

第８章 （ 運営委員会 ） 

 第２０条 

   運営委員会は、役員・各常置委員会の委員長並びに学校長をもって構成され、次の事 

項を行う。 

   １．この会の目的達成及び会の運営に必要な活動の企画、立案、実施 

   ２．各常置委員会及び臨時委員会相互の連絡調整 

   ３．総会に提出する議案の作成 

   ４．総会により委任された事項 

   ５．役員、常置委員、臨時委員の推薦、選考、調整、通知並びにこれらの事務に関す 

る事項 

 第２１条 

   運営委員会の定足数は構成員の二分の一以上とする。 

 第２２条 

   運営委員会は、会長が招集する。ただし、会長は、構成員の三分の一以上の要求があ

った場合には、運営委員会を招集しなければならない。 

 

第９章 （ 常置委員会及び臨時委員会 ） 

 第２３条 

   運営委員会は、この会の活動に必要な事項について調査、企画、立案及び実施するた

めに必要な常置委員会をおく。 

 第２３条 

   運営委員会は、必要と思われる特別な事項について臨時委員会を設けることができる。 

 第２４条 

   常置委員会及び臨時委員会の活動計画は、運営委員会の承認を得なければならない。 

 

第１０章 （ 改  正 ） 

 第２５条 

   この規約は、総会において出席者（文書総会においては、定足数）の三分の二以上の 

賛成者により、改正することができる。改正案は、総会開催の少なくとも１０日前まで 

に会員に通知しなければならない。ただし、文書総会においてはこの限りでない。 

 第２６条 

   この規約の施行に関し必要な細則は、運営委員会で定めることができる。ただし、細 

則を制定・改廃した場合は、それを次期総会で報告しなければならない。この際、当該次

期総会が会計年度をまたぐ場合、その都度、文書総会にて会員に報告しなければならない。 



 

 

 

（ 付 則 ） 

  この規約は、昭和５２年５月６日から施行され、令和４年５月２０日に一部改正し、

令和４年６月１日より施行する。 

昭和２９年 ７月１７日 施  行 

昭和５２年 ５月 ６日 一部改正 

昭和５７年 ５月 １日 一部改正 

平成 ５年 ３月 ６日 一部改正 

平成 ８年 ３月 ２日 一部改正 

平成１０年 ３月 ７日 一部改正 

平成１４年 ５月１４日 一部改正 

平成１７年 ５月２０日 一部改正 

平成２０年 １月２４日 一部改正 

令和 ２年１０月 １日 一部改正 

令和 ４年 ５月２０日 一部改正 

 

細則 昭和５２年 ５月 ６日 施  行 

昭和５４年 ５月１２日 一部改正 

昭和５５年 ３月 １日 一部改正 

昭和５７年 ５月 １日 一部改正 

昭和５９年 ３月 ２日 一部改正 

昭和６１年 ３月 ８日 一部改正 

平成 ５年 ３月 ６日 一部改正 

平成 ８年 ３月 ２日 一部改正 

平成１０年 ３月 ７日 一部改正 

平成１１年 ３月 ６日 一部改正 

平成１５年 ２月１９日 一部改正 

平成１７年 ３月１６日 一部改正 

平成１７年 ６月２０日 一部改正 

平成１９年 １月１９日 一部改正 

平成２０年 ２月１５日 一部改正 

平成２１年 １月１６日 一部改正 

平成２２年 １月１５日 一部改正 

平成２４年 １月１１日 一部改正 

平成２４年１１月２０日 一部改正 

令和 ２年１０月 １日 一部改正 

 

改正箇所についての詳細は巻末付録参照（平成１７年より） 



 

 

付 紙 

細 則 

第１章 （ 役員及び会計監査 ） 

 第１条 役員の承認と就任 

   役員（教職員書記・教職員会計を除く。以下細則内において「役員（保）」という。）

は、選考委員会において推薦され、会員の過半数によって承認されなければならない。 

   新たに承認された役員の就任は、４月１日とする。 

 第２条 会計監査の承認と就任 

会計監査は、選考委員会において推薦され、会員の過半数によって承認されなければな

らない。新たに承認された会計監査の就任は、４月１日とし、任期は翌年の定期総会まで

とする。 

 第３条 役員の補充 

１．会長に欠員が生じたときは、副会長がこれに代わる。若しくは会員（保）の中から 

補充する。任期は前任者の残任期間とする。 

２．副会長・書記（保）・会計（保）に欠員が生じたときは、会員（保）の中から補充 

する。任期は前任者の残任期間とする。 

３．書記（教職員）・会計に欠員を生じたときは、教職員会員の中から補充する。 

４．第１項及び第２項の補充方法等は、運営委員会で決定する。 

 

第２章 （ 役員の職務 ） 

 第４条 会長の職務及び権限 

   会長は、次の職務及び権限を行使する。 

   １．この会を代表し、総会・役員会・運営委員会及び合同常置委員会を招集する。 

   ２．委員長及び委員を、役員会の承認を得て委嘱する。 

   ３．会計監査以外の委員会に出席して、意見を述べることができる。 

 第５条 副会長の職務 

   副会長は、次の職務を行う。 

会長の職務全般を補佐し、会長に事故（欠席を含む。）があった際にはその職務を代行

する。 

第６条 書記の職務 

   書記は、次の職務を行う。 

   １．総会及び運営委員会の議事録並びに、この会の活動内容等、重要事項の記録に関

すること。 

   ２．記録、通信、その他の関係書類の保管に関すること。 

   ３．運営だよりの発行に関すること。 



 

 

   ４．この会の庶務に関すること。 

 

第７条 会計の職務 

   会計は、次の職務を行う。 

   １．総会で決定した予算の会計事務処理に関すること。 

   ２．定期総会において、会計監査を受けた決算の報告に関すること。 

   ３．この会の財産管理に関すること。 

   ４．予算の立案に関すること。 

第８条 役員会 

   役員会は、規約第４章第１３条に定める役員及び校長によって構成され、この会の目

的にそってその活動を円滑に推進するために協議する。役員会は、役員に欠員が生じた

ときは、運営委員会に諮る。 

 

第３章 （ 総  会 ） 

 第９条 総会の決議事項 

   総会においては、次を行う。 

   １．規約の改正 

   ２．事業計画、収支予算の決定及び変更 

   ３．事業報告及び収支決算報告の承認 

   ４．その他特に重要な事項 

 第１０条 総会の招集 

   総会の招集はその開催日の１０日前までに、総会の議事事項、日時及び場所について、

会員に通知しなければならない。総会の議長は、その都度会員の中から選出する。 

 第１１条 文書総会 

   規約の改正を行う場合等に開催することができる。その細部は次のとおりとする。 

   １．開催の時期 

     運営委員会で可決された議題のうち、特に重要な事項について、その採決を文書

によりＰＴＡ会員（以下「会員」という。）に諮ることが適当と認められたとき。 

   ２．会員への通知 

     ＰＴＡ会長及び学校長は、前項の事実が発生した場合、速やかに総会資料を作成

し、会員に配布する。通知から提出までの期間は概ね１０日間とする。 

   ３．保管及び開票 

     提出された投票用紙は教頭が保管し、原則として提出期日以降直近の運営委員会に

おいて開票・集計する。 

４．総会の成立及び決議の可否 

    構成員（会員）の五分の一以上の回答で成立し、過半数（規約の改正は三分の二）

の同意で可決される。  



 

 

５．結果報告 

     文書により報告する。 

 

第４章 （ 管  理 ） 

 第１２条 保管する書類 

   会長は、規約、総会及び運営委員会の議事録を備えておかなければならない。 

 第１３条 決算関係の書類 

   会長は、決算年度毎に収支決算書を作成し、定期総会の２週間前までに、会計監査に

提出しなければならない。 

 第１４条 会計監査の職務 

   会計監査は、前条の書類の送付を受けたとき、定期総会の前日までに、各々独立して

意見書を提出しなければならない。会計報告は、会計監査報告とともに定期総会で行う

こととする。 

 第１５条 会計監査の定員と選定 

１．会計監査の定員は２名（保護者会員 1名、教職員会員 1名）とする。  

２．会計監査は、その他のどの役員、委員も兼務することはできない。 

 

第５章 （ 常置委員会及び臨時委員会 ） 

 第１６条 常置委員会の名称 

   常置委員会として、次の３委員会を置く。 

   学級・成人厚生委員会・広報委員会・地区校外委員会 

 第１７条 臨時委員会 

   臨時委員会は、その任務を終える都度解散する。 

   臨時委員会の委員長は、運営委員会に出席し当該委員会に関する報告及び調整事項に

ついて意見を述べることができる。ただし、他の委員会等への関与及び議決権を行使す

ることはできない。 

 第１８条 常置委員会委員長の選出 

   各委員会の委員長は、会員の中から候補者を選出し役員会の承認を得て、会長がこれ

を委嘱する。その氏名は、定期総会において報告する。 

 第１９条 教職員の配置 

   教職員は、いずれかの委員会に属し、その配置は学校長が定め会長が委嘱する。 

 第２０条 委員長及び委員の任期 

   委員長及び委員の任期は１年とする。ただし、再選を妨げない。 

第２１条 常置委員会の委員選出及び職務 

    各常置委員会の委員は、各学年より若干名を選出する。 

   委員会の構成人員については、運営委員会で決定する。 



 

 

   （１）学級・成人厚生委員会 

      学級・成人厚生委員会は、ＰＴＡ活動の基礎となる学年・学級活動を振興し、

委員会活動との調和を図り、委員会活動を活発にし、ＰＴＡの全体活動を一層高

める。このため、すべての会員がよりよい保護者・教職員となり、自らの教養を

深めるため、次の活動等を振興する。 

 ア 各学年における活動を活発にするため、会の運営についての企画及び実施に 

関すること 

イ 必要に応じて、次の協議会を持つこと 

 (ｱ) 学級会 学級全員及び学級担任 

 (ｲ) 学級代表者会 各学級の委員及び学級担任全員 

     (ｳ) ベルマーク活動に関すること 

     (ｴ) 社会見学、講習会等の企画及び実施に関すること 

     (ｵ) 運動会ＰＴＡ種目の企画及び実施に関すること 

     (ｶ) 学校保健の参加に関すること 

   （２）広報委員会 

      広報委員会は、学校及びＰＴＡの活動状況を広く会員に知らせ、全会員がより

よい理解のもとに諸活動に参加するよう、次の活動をする。 

     ア 広報誌「あづま」の発行及び臨時号の発行に関すること 

     イ 研究資料等の発行に関すること 

     ウ 広報研修会等への参加による広報誌の研究に関すること 

   （３）地区校外委員会 

      地区校外委員会は、児童の家庭生活及び社会生活における、健全な育成を助長 

するために、次の活動を実施する。 

     ア 地域における情報収集と提供に関すること 

     イ 児童のための交通安全の確保と指導に関すること 

     ウ 地域の子供会、その他地域の青少年育成機関との連絡及び協力に関すること 

     エ 地区集会の企画及び実施に関すること 

     オ 「こども１１０番の家」への依頼及び連絡調整に関すること 

     カ 「こども１１０番の家」に関するその他必要な事項に関すること 

   第２２条 合同常置委員会 

   合同常置委員会は、すべての委員によって構成され、この会で行う行事と活動が、よ

り活発に、また、効果的に進められるよう、各委員会相互の連絡調整と各委員会の意思

の疎通を図り、会員としての意識を高めることを目的として、会長がこれを招集する。 

   第２３条 学校長の権限 

   学校長は、この会のすべての委員会、集会に出席して意見を述べることができる。 

 

 

 



 

 

第６章 （ 改  正 ） 

第２４条 細則改正 

   この細則は、運営委員会において、出席者の三分の二以上の賛成により、改正すること

ができる。改正の結果は、次期総会において報告しなければならない。この際、当該次期

総会が会計年度をまたぐ場合、その都度、文書にて会員に報告しなければならない。 



 

 

（ 付 則 ） 

  この細則は、昭和５２年５月６日から施行され、令和２年９月１６日に一部改正し、

令和２年１０月１日より施行する。 

 

細則 昭和５２年 ５月 ６日 施  行 

昭和５４年 ５月１２日 一部改正 

昭和５５年 ３月 １日 一部改正 

昭和５７年 ５月 １日 一部改正 

昭和５９年 ３月 ２日 一部改正 

昭和６１年 ３月 ８日 一部改正 

平成 ５年 ３月 ６日 一部改正 

平成 ８年 ３月 ２日 一部改正 

平成１０年 ３月 ７日 一部改正 

平成１１年 ３月 ６日 一部改正 

平成１５年 ２月１９日 一部改正 

平成１７年 ３月１６日 一部改正 

平成１７年 ６月２０日 一部改正 

平成１９年 １月１９日 一部改正 

平成２０年 ２月１５日 一部改正 

平成２１年 １月１６日 一部改正 

平成２２年 １月１５日 一部改正 

平成２４年 １月１１日 一部改正 

平成２４年１１月２０日 一部改正 

令和 ２年 ９月１６日 一部改正 

 

改正箇所についての詳細は巻末付録参照（平成１７年より） 

 


